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ルの前の名前』と題しているくらいである。Frank Capra, The Name above the Title（１９７１; Cambridge: Da Capo Press，１９９７），p．１８２．
２具体的には以下の通り。１１９，no．４（April１９３５）: pp．１２―１５，８６，８８，９０，９２，９４;１１９，no．５（May１９３５）: pp．１８―２１，１４８―５５;１１９，no．６












要が生じたのだろう。結局、Mr．Deeds Goes to Town（『ディーズ氏、都会に出る』）というタイト
ルで公開された。“go to town”とは、「街に出る」だけではなく、「成功する」や「大金を使う」、「羽





















５上記の小説Mr. Deeds Goes to Town の出版と前後して同社は、ケランドの作品のうち、映画化された小説を数点刊行した。た
とえばアメリカで１９３２年に出版され、同年、Speak Easily（邦題『キートンの歌劇王』）として映画化された Speak Easily を１９３７
年に刊行している。また、アメリカで１９３５年に出版され、その翌年、Strike Me Pink（邦題『当たり屋勘太』）として映画化さ
れた Dreamland を、１９３８年、そのまま Dreamland として出版した。





















６Clarence Budington Kelland, Mr. Deeds Goes to Town（London: Arthur Barker，１９３７）．





キンの役割が大きなものではなかったことが明らかになった、とのべている。Graham Greene, “Mr. Smith Goes to Washington,” in
Graham Greene on Film, ed. John Russell（New York: Simon and Schuster，１９７２），p．２６０．
８Bart J. Nyberg, “Mark Tidd and Catty Atkins,” Newsboy３０，no．５（September―October１９９２）: pp．１８―２０．
英 題 邦 題
連載小説 “Opera Hat”（１９３５）
キャプラ映画 Mr. Deeds Goes to Town（１９３６） 『オペラハット』（１９３６）
イギリス単行本 Mr. Deeds Goes to Town（１９３７，１９４０）






























書誌中心の短い論考にすぎない。DAB の項目と死亡記事は以下の通り。Louis J. Kern, “Kelland, Clarence Budington,” in Dictionary
of American Biography, Supplement Seven, ed. John A. Garraty（New York: Charles Scribner’s Sons，１９８１），pp．４１６―１８; and “Clarence
Budington Kelland, Prolific Author, Is Dead at８２，”The New York Times，１９February１９６４，p．３９．
１０U. S. Department of Interior, Statistics of the Population of the United States at the Tenth Census（Washington: U. S. Government Printing
Office，１８８２），p．２１６．
１１Quoted in ”Clarence Budington Kelland, Prolific Author, Is Dead at８２，”The New York Times，１９February１９６４，p．３９．
１２
“C. B. Kelland in Bankruptcy,” The New York Times，４March１９３３，p．９．
１３
“C. B. Kelland Pays Creditors in Full,” The New York Times，６August１９３３，p．１３．





























ス ト レ ン ジ ャ ー
でなく、「バディントンは、きっと仲間はずれの気分でしょうね」とさえ付け加えるのである。Kelland, Mr. Deeds Goes to Town,
p．１７; and Riskin, pp．３４４，３４２．
１５







れたパネル・ディスカッション「ファンタジーの名匠たち」におけるエリスンの発言。）Quoted in Bill Testerman, “Testerman Sci













ア ク ト ア ク ト
actは、この全３６行という短い詩のなかで３度も使われている。たとえば「行動せよ──行動せよ、
生きている現在に！／勇気を胸中に、神を頭上にいただいて！」という句があった。さらに、同様


















１６Kelland, Mr. Deeds Goes to Town, p．１．
１７Deedsという苗字は実在する苗字である。ただし、１９９０年の国勢調査によると、その割合はわずか０．００１％、すなわち人口４０
万人の中都市に、４人構成の世帯がようやく一軒あるにすぎない。U. S. Census Bureau，“１９９０Census Name Files,” May１９９５，
〈http://www.census.gov/genealogy/names/dist.all.last〉（１５September２００４）．
１８映画『オペラハット』（Mr. Deeds Goes to Town）と『スミス都へ行く』（Mr. Smith Goes to Washington）のタイトルの呼応は偶
然ではない。当初、『スミス都へ行く』の主人公は、『オペラハット』と同じく、ゲイリー・クーパーの演じるロングフェロー・
ディーズだったという。『スミス都へ行く』は『オペラハット』のいわば続編として作られたのである。Joseph McBride, Frank
Capra（１９９２; New York: St. Martin’s Griffin，２０００），p．４０３．































































２１Lawrence Levine, Highbrow / Lowbrow（Cambridge: Harvard University Press，１９８８），pp．８５―１０４．







































２４Kelland, Mr. Deeds Goes to Town, pp．５，１２，４３，４４，５７．
２５哲学者のスタンリー・キャヴェルは新刊『言葉の都市』のなかで映画『オペラハット』をとりあげ、この映画では「現代文化
シ リ ア ス
における芸術本位なるものと大衆的なものとの関係」が「大きなテーマ」になっていると指摘した。しかし、もしキャヴェル
がケランドの原作を読んでいれば、それがより「大きなテーマ」になっているのはむしろ原作の方だと理解したはずだ。Stanley
Cavell, Cities of Words （Cambridge: Harvard University Press，２００４），p．１９６．
































２８映画『オペラハット』の政治性に関する言及は多い。しかしとりわけ、Leonard Quart, “Frank Capra and the Popular Front,” Cineaste




３１Kelland, Mr. Deeds Goes to Town, p．１４．































らの反逆」と呼んだ。Carl Van Doren, “The Revolt from the Village,” in Contemporary American Novelists 1900–1920（New York:
Macmillan，１９２２），pp．１４６―７６．
３３Emanuel Levy, Small ―Town America in Film（New York: Continuum Publishing Company，１９９１），p．１６．
３４Riskin, p．３３７．
３５映画では、マンドレイク・フォールズはヴァーモント州の町とされているが、原作には州の名前が明示されていない。ただし、

































３６Ivor H. Evans, ed., Brewer’s Dictionary of Phrase and Fable，１４th ed.（London: Cassell，１９８７），p．７００; and Ad de Vries, Dictionary
of Symbols and Imagery（Amsterdam: North―Holland Publishing Company，１９７４），p．３１１．最近では、イギリスの世界的ベストセ
ラー、ハリー・ポッター・シリーズの第二作『秘密の部屋』のなかで、植えかえられるマンドレイクが悲鳴をあげる場面があっ
た。J. K. Rowling, Harry Potter and the Chamber of Secrets（London: Bloomsbury，１９９８），pp．７２―７４．
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